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企業向けサイトを作ってみよう 

Drupal 7で一般企業向けのサイトを作る場合のサンプルとして、Drupalでの設定や定義について、

学びます。デザインのテンプレートとしては、Themebrain社の TB Corpal というデザインテンプ

レートをもとにしています。 

 

デモサイト： http://demo.themebrain.com/#corpal 

構築ガイド： http://www.themebrain.com/guide/Drupal-guide-for-tb-corpal-theme 

 

 

 

このデザインテンプレートは一般企業で使える汎用デザインとして開発されており、さまざまな機能

や要素が組み込まれております。本勉強会では、時間の制限があり、簡単に自分の Drupal 7 の標準

環境で設定の練習ができように、機能を省略しております。少しでも、Drupalでサイト構築する際

に参考になればと思います。 

 

必要となる Drupal と拡張モジュール 

Drupal 7 最新版 （必要となるコアモジュール Blog, PHP Filter, Statistic, Poll） 

http://demo.themebrain.com/#corpal
http://www.themebrain.com/guide/Drupal-guide-for-tb-corpal-theme
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拡張モジュール： インストール後に実行します。下記のモジュールはデザインテンプレートのすべ

ての機能を使う場合です。 

 

cTools  Entity  Entity reference Jcarousel Libraries  

Jquery plugin  Pathauto Quicktabs Superfish Link image field 

Modal forms Newsletter Token  Views  Views accordion 

Views Slideshow Webform Page title Colorbox Devel 

 

デザインテーマのインストール 

サンプルの TB Corpalデザインテンプレートを使う場合は、Themebrain社の TB Corpalテーマは

Themebrain社のサイトから購入してインストールします。７９USDです。デザインテーマだけと

Drupalも入ったデモモジュールの 2種類あります。詳しくは、 

http://www.themebrain.com/drupal-theme/tb-corpal 

本資料は以下のサイトにもとづいて作成しました。 

http://www.themebrain.com/guide/Drupal-guide-for-tb-corpal-theme 

ワークショップの約 2時間ではすべて説明できませんので上記のサイトで学んで下さい。 

 

 

http://www.themebrain.com/drupal-theme/tb-corpal
http://www.themebrain.com/guide/Drupal-guide-for-tb-corpal-theme
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標準の Drupal 7 でテンプレートの機能を学ぶ 

有料の TB Corpalデザインテンプレートではなく、Drupal 7 の標準デザイン Bartik 7.31 でサイト

を作る場合の説明です。 すべての説明はできませんが、Drupal 7 を学ぶ参考にして下さい。 

システム環境 

Debian Linux    PHP 5.4.4-14+deb7u12    MySQL 5.5.38-0+wheezy1 Drupal 7.31 ほか 

Drupal 7 の環境 

Drupal ７.31 を通常インストールし、英語から日本語環境に変更した状態です。 

 

 

イメージスタイルの作成 

モジュールの設定 

まず、Blogモジュールを有効にします。  管理画面 －＞ モジュール －＞ Blog  
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画像スタイルの設定 

管理画面 －＞ 環境設定 －＞ メディア 画像スタイル 

 

以下の画像スタイルに、blog, gallery, gallery_colorbox, our_business, our_clients, our_staffs, 

popular, quicktabs, slideshow を追加します。 

 

 

 

システム内部名称は小文字の英数字で同じ文字になります。もし、日本語の画像スタイル名称などを

使う場合は小文字の英数字に変更します。 

 

 

 

縮尺とトリミング 
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同様に以下の設定を行います。 

 

 

以下のようになります。 

 



9 

 

 

 

 

タクソノミーの作成 

ギャラリーのためのタクソノミーを作成 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ タクソノミー －＞ ボキャブラリーの追加 

 

 

 

Galleryというボキャブラリーの追加 
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Galleryのボキャブラリーに Galleryと Our Clients というタームを追加 

 

  

Articlesというボキャブラリーを追加 

 

 

 

Articlesのボキャブラリーに、Our Businessと Our Serviceを追加します。 
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コンテンツタイプの作成 

 

Clients のコンテンツタイプ作成 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ コンテンツタイプ －＞ コンテンツタイプの追加 

 

 

 

毎回 Clientsというコンテンツを作成する際に、常に使わない機能、例えば、「掲載オプション」で

は「フロントページへの掲載」のチェックを外し、表示設定の「作成者と日付情報を表示」もチェッ

クを外します。コメントの設定も「クローズド」を選択します。 「保存しフィールドの追加」 を

クリックし、Client Imageというイメージ(画像)のフールを追加します。 

 

イメージフィールドの追加 

 

 

 

フィールドの設定では、ファイルの保存先は、例えば  field/client /imgと設定 
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アップロードできるイメージの枚数は１のままです。 

 

 

 

表示管理では以下のようになっているか、確認します。 

 

 

 

Blog コンテンツタイプの修正 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ コンテンツタイプ －＞ ブログエントリー －＞ フィール

ドの管理  

Imageを「既存のフィールドを追加」で、画像：field_image(image)を選択し、追加します。 
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イメージの保存先は field/blog/img で設定します。 

 

 

表示管理では、Imageの行を上にし、画像のスタイルで blog 、コンテンツへリンクを画像を選択し

ます 

 

 

 

 

ブログのコメント設定をクローズドに設定します。 

 

 

 

その後、Blogコンテンツタイプを保存します。 

 

ブログコンテンツの追加 

管理画面 －＞ コンテンツ －＞ コンテンツの追加 －＞ ブログエントリー 

 

コンテンツ追加で blogを選択し、イメージを追加して、２－３のブログ記事を追加します。 
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Staffコンテンツタイプの作成 

Staff というコンテンツタイプを追加します。 タイトルフィールドのラベルは Staff を記入します。 

 

 

「保存しフィールドを追加」をクリックし、Staff  Image(画像)フィールドを追加します 
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保存先のファイルディレクトリを設定します field/staffs/img  

 

 

 

次に Job title フィールドを追加します。そのフィールド設定はデフォルトで OKで保存します。 

 

 

 

コンテンツ追加で、Staffのコンテンツを２－３追加します。コメントはクローズド、掲載オプショ

ンは掲載だけにします。 

 

 

 

 

既存 Article コンテンツタイプの修正 

モジュールの設定 

Views、Views Slideshow モジュール追加インストールし、有効にします。Viewsと Views 

Slideshowで必要な機能も有効にします。 



16 

 

1 Ctoolsモジュール（Viewsで必要） https://www.drupal.org/project/ctools 

 

 

2 Viewsモジュール https://www.drupal.org/project/views 

3 Librariesモジュール（Views Slideshowで必要）

https://www.drupal.org/project/libraries 

4 J Query cycle plugin スクリプト（Views Slideshowで必要）

http://malsup.com/jquery/cycle/download.html 

5 Views Slideshowモジュール https://www.drupal.org/project/views_slideshow 

 

 

 

Librariesモジュールをインストールする際に、sites/all/libraries ディレクトリを作成します。J 

Query cycle plugin スクリプトをインストールするには、sites/all/libraries/jquery.cycleディレク

トリを作成し、そこに、ダウンロードした jquery.cycle.all.min.jsもしくは jquery.cycle.all.jsを

コピーします。このプラグインについては、http://malsup.com/jquery/cycle を参照して下さい。 

 

既存 Article のコンテンツの修正 

 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ コンテンツタイプ －＞ Article －＞ フィールドの管理 

https://www.drupal.org/project/ctools
https://www.drupal.org/project/views
https://www.drupal.org/project/libraries
http://malsup.com/jquery/cycle/download.html
https://www.drupal.org/project/views_slideshow
http://malsup.com/jquery/cycle
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Articleのコンテンツタイプに Slideshow Image フィールドを追加します。 

 

 

 

ラベルは Slideshow Image 

 

 

保存先のファイルディレクトリは field/article/slideshow 

 

 

 

Altフィールドを有効、画像スタイルは Thumbnail に設定 

 

 

 

表示管理で Slideshow Imageのオリジナル画像の設定を変更する。 
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その後、Articleのコンテンツタイプを２－３追加し、Slideshow Imageを追加します。コメントは

クローズド、プロントページに掲載はチェックを外します。 

 

Gallery コンテンツタイプの作成 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ コンテンツタイプ －＞ コンテンツタイプの追加 

 

 

 

イメージフィールドを追加 

 

 

もし、field_imageが使われている場合は以下のように変更します。 

 

 

ファイルの保存先は field/gallery/img で設定 
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Categoryフィールドを追加します ターム参照 選択リスト で 

 

 

 

フィールドの設定ではボキャブラリーで Galleryを選択し保存します。 

 

 

 

管理画面 －＞ コンテンツの追加 で Galleryコンテンツをいくつか追加します。 
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スライドショーのリージョン（領域）を作成 

Views でスライドショーの定義 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ Views －＞ Add new view 

 

 

 

Add new view でページではなく、ブロックを作成します。Display format は Slideshow , fields

を選択します。Item per pageは任意の数字で。 

 

 

 

Continue & edit をクリックします。 主に、 以下の FIELDSとフォーマットを設定します。 
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FIELDSの追加をクリックし、コンテンツ：Slideshow Imageを選択し追加します。 

 

 

 

以下のように設定、Create a label を外し、以下のように設定します。 

 

 

FIELDSでコンテンツ：Nidを追加します。 

 

 

 

以下のような設定にします 
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フォーマットの環境設定をクリック 

 

 

 

ボトム Widgetsで Pagerをチェックし。Page fieldsにコンテンツ: Nidをクリック 
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コンテンツタイプ Articleのスライドショーイメージだけにする場合は、FILTER CRITERIA でコン

テンツ Slideshow Imageの title を選択し、デフォルトで保存します。 

 

 

 

FILTER CRITERIA で Articleのコンテンツだけの表示になります。 

 

 

 

Viewsを保存します。 
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スライドショーブロックを定義 

 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ ブロック View：Slideshow ブロックを表示させたいブロ

ックに指定しまし。 例えば、Bartikデザインテンプレートの場合は、「主な」という場所に設置し

ます。 

 

 

 

「主な」の設定をクリックして、「以下のページのみ」で<front>と記入し、トップページにだけス

ライドショーを設定させます。 

 

 

 

 

指定したブロックにスライドショーが表示されます。ただし、Bartikデザインテンプレートの場合、

スライドショーの画面が大きすぎるので、サイズを変更します。 

 

管理画面 －＞ 環境設定 －＞ 画像スタイル －＞ Slideshow 編集 

 

「拡縮とトリミング 1200x600」の編集をクリックし、半分の 600x300に設定します。更新スタ

イルをクリックし、再度、トップページを表示させると以下のようになります。 
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問合せページ 

問合せフォームの作成は、Drupal 7コアに組み込まれているコンタクトモジュールではなく、

Webformモジュールを追加インストールして活用することを推奨します。 

 

モジュールの設定 

Webformモジュール https://www.drupal.org/project/webform 

 

Blogモジュールを有効にします。  管理画面 －＞ モジュール －＞ webform  

 

 

 

https://www.drupal.org/project/webform
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デザインテンプレートは違いますが、勉強用に以下のようなフォームを作ります。 

 

Google Map スクリプトのブロック作成 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ ブロック －＞ ブロックを追加 

 

問合せフォームの Google Map用の新しいブロックを作成します。 
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貼り付けるソースは 

 

<p class="google-map-help">If you need help, please use our 
        web form or find our office address, phone number. There you'll  
        find answers to many common questions</p> 
<iframe width="100%" height="300" frameborder="0" scrolling="no" marginheight="0" 
marginwidth="0" 
src="https://maps.google.com/maps?f=d&source=s_d&saddr=&daddr=Ohio&hl=en&geoco
de=CczG-J3_sIvNFQe4aAIdDfAO-ynBjk21euk2iDEW2Z-cOWTN5Q&sll=40.417287,-
82.907123&sspn=4.541494,10.821533&g=ohio&mra=ls&ie=UTF8&t=m&ll=40.417287,-
82.907123&spn=4.541494,10.821533&output=embed"></iframe> 
<div class="contact-map-info"> 
<div class="contact-address"><h3 class="add-title">Office's address</h3>468 Nam 
ultricies dolor eu velit varius scelerisque. 
 Consequat onec quis massa</div> 
<div class="contact-info"> 
<p class="contact-tel"><span>Phone. </span>(+ 012 ) 20 7345 667</p> 
<p class="contact-email"><span>Email. </span>support@themebrain.com</p> 
</div> 
</div> 

 

 

ブロックを表示させる場所、コンテンツで設定 
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Contact-us ページだけに表示させる設定で保存します。 

 

 

 

 

 

WebForm で Contact US のページを作成 

 

管理画面 －＞ コンテンツ －＞ コンテンツの追加 －＞ Webform 
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タイトルを contact us として、メインメニューにも表示させます。 

 

 

URLエイリアスには contact-us と記入し、保存します。 

 

 

Formコンポーネントに以下のように設定します。 ラベルを日本語にした場合は、Field Key を英

数字で記入します。 必須は任意です。 
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タブのメールを選択して、フォームの送信先メールアドレスを設定します。複数のメールアドレスの

場合は、カンマ ,  で区切ります。 

 

 

 

問合せの人に確認メールを自動送信するには Component value で email を選択します。 

 

 

 

以下のようになります。 

 

 

 

その他、Wenformにはたくさんの機能がありますが、省略します。トップページに戻り、メインメ

ニューに Contact-us のメニューがありますので、クリックします。 
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Sidebar first region 

サイドバーには、いくつかの機能のメニューなどをブロックで表示させることが可能です。Viewsモ

ジュールと連携してデータが表示されます。Views Accordionモジュールが必要になります。 
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Our Service block 

サンプルイメージです。 

 

 

モジュールの設定 

Views Accordionモジュール https://www.drupal.org/project/views_accordion 

ダウンロードし、インスト－ル、有効にします。 

 

 

 

 

Our Service の View を作成 

 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ Views －＞ Add new view  

Our serviceという Viewを作成します。ブロックだけ作成します。 

 

https://www.drupal.org/project/views_accordion
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Continue & edit をクリックします。以下のように作成されます。 

 

 

 

FIELDSでコンテンツ: Body というフィールドを追加します。 
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コンテンツ：Bodyの設定で、Rewrite Resultsを以下のように設定します。 

 

 

 

Filter Criteria でコンテンツ: Has taxonomy term を追加します。 

 

 

 

タクソノミーのボキャブラリーは Articleを選択します。 
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Select terms from vocabulary Article から Our Serviceを選択します。 

 

 

 

 

フォーマットの環境設定をクリックし、以下のように設定します。 

 

 

 

Viewsを保存します。 
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コンテンツタイプ Article の修正 

Our Serviceのコンテンツは、タクソノミーの Articleボキャブラリーの Our Serviceというタ

ームで管理します。Articleコンテンツでその Our Serviceタームと連携できるように、Article

コンテンツタイプに Tagsを修正します。 

 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ コンテンツタイプ －＞ Article －＞ フィールドの管

理 －＞ Tags  －＞ ウィジェット －＞ 選択リスト 

 

 

 

選択リストで Our Serviceというタームを選択できるようにする。 

 

 

 

 

コンテンツタイプ Article のデータを追加 

 

Our Serviceの Articleコンテンツを２－３追加します。例えば、International Tradeという

タームを Our Service 

 

 

ブロックの設定 

 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ ブロック 

 

ブロックへ移動して 表示させたいブロックに View: Our Services を設定します。例えば、

Bartikのデザインであれな、第 1サイドバーを選びます。 

 



37 

 

 

 

 

申し訳ございませんが、これ以降の機能は、Drupal 7コアのデザインテンプレート Bartikでは

細かい検証をしておりません。以下の内容と Themebrain社の TB-Corpalデザインテンプレー

トのインストールガイドでご確認下さい。 もしくは筆者までお問合せ下さい。 よろしく御願

いします。 

http://www.themebrain.com/guide/Drupal-guide-for-tb-corpal-theme 

 

http://www.themebrain.com/guide/Drupal-guide-for-tb-corpal-theme
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Our Staff block 

 

Viewsで Our Staffという Viewを作成します。 
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以下のような設定になります。 
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① Fields で Content: Staff Image というフィールドを追加します。 

 

Fieldsで Content: Job Title というフィールドを追加します。 
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フィールドで Rearrangeを選択し、以下のような順番にします。 

 

Field Criteria で Content: Typeを追加し Staffを選択 
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② フォーマットで環境設定を以下のように設定します。 

 

ブロックで Our Businessの Viewsをサイドバーブッロックなどに定義します。 
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Quicktabs Block の設定 
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Most read view を Views で作成 
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保存する 

すみませんが、Panel first column 1 region以降は以下のサイトで確認して下さい。 

http://www.themebrain.com/guide/how-build-tb-corpal/panel-first-column-1-region 
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